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選ばなかった道・選べなかった道に想いを馳せるあなたへ 

 

7 月に入りました．例年であれば，まだ梅雨空であることが多いですが，今年はあまり雨が降りませんね．

雨ばかり降ると晴れてほしいと思う一方，晴れることが続くと気温が上がり暑さが大変です．しかし天気は

選べず，なんでも私たちの思う通りにならないのが世の常です． 

また時に人は人生の中でいくつかの選択肢の中から 1 つを選ばなければいけないこともあります．選んだ

後に，“あの時，別の選択をしていたら・・・”などと思った経験は誰にでもあるのではないでしょうか？ 

今回は，そんな人生の選択にかかわる落語のお話を紹介します． 

 

 

【文七元結】 

長兵衛は腕のいい職人だが，博打にはまって借金を抱えている． 

ある日の夜も，博打に負けて帰ってきたが，帰ってみると娘がいない． 

するとそこに吉原の店から来たという使いの者がやってきて，長兵衛はその使いの者と一緒に吉原に

向かうことに． 

吉原に着き，店の女将の話をきくと，娘は自分を売ってお金をつくり，長兵衛の借金を返せば，長兵衛

が仕事に打ち込めるようになれると考えたのだと言う． 

女将は娘の真情に心打たれ，来年の大晦日までに長兵衛が働いて 50 両を返さなければ娘は店に出すこ

とになると約束し，長兵衛に 50 両を渡すことにした． 

長兵衛が 50 両を抱えながら帰り道を歩いていると，橋の上で身投げしようとしている若者の文七と出

会った． 

長兵衛がわけを聞くと，文七は品物を得意先に届けて，その売り上げ 50 両をもって店に帰ろうとして

いたところ，その 50 両を途中ですられてしまい，絶望のあまり川に身を投げようとしていたのだと言う． 



長兵衛は身投げをしようしている文七を前に，“自分が金を渡さないと文七は身投げしてしまうかもし

れない”，しかし“お金がなくなれば娘を返してもらえないかもしれない”と迷った末に，長兵衛は自分の

事情を説明した上で文七に 50 両を渡すことにした． 

その後・・・ 

 

 

 長兵衛が文七にお金を渡した，その心はわかりませんが，「あの時に別の選択をしておけば・・・」とか，

「もう 1 つの道に進んでいたら今よりもよい結果になったかもしれないのに・・・」と思ったかもしれませ

ん． 

しかし，残念ながら一度決めた選択は変えられないし，過去に戻ることもできません．選ばなかった・選

べなかった別の道に想いを馳せたくもなりますが，今まで歩んできた道や今まさに自分が立っている道に目

を向けてみてはどうでしょう． 

 その後，長兵衛と文七，そして長兵衛の娘がどうなったのかは，落語を聞いてもらえたらと思いますが，

少なくても長兵衛の選択は文七を救いました．そういう意味ではあなたの選択にも必ず何か前向きな意味が

あると思っています． 

  

 自分の道にあるはずの前向きな意味が埋もれてみつからないという時は，ぜひ総合相談室にもご相談くだ

さい．一緒に探していきたいと思っています． 
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